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The Most Advanced Addiction Treatment 

依存症治療最前線 

危

険

ド

ラ

ッ

グ

が

流

通

し

、

そ

の

乱

用

に

よ

る

交

通

事

故

の

多

発

な

ど

の

社

会

不

安

を

招

い

た

こ

と

は

記

憶

に

新

し

い

と

こ

ろ

で

す

。

危

険

ド

ラ

ッ

グ

に

つ

い

て

は

、

緊

急

の

規

制

対

策

に

よ

り

流

通

が

抑

止

さ

れ

、

関

連

の

事

件

や

事

故

は

激

減

し

ま

し

た

。

一

方

、

最

近

は

、

ポ

ス

ト

危

険

ド

ラ

ッ

グ

と

し

て

、

大

麻

の

乱

用

問

題

が

表

面

化

し

て

い

ま

す

。

わ

が

国

に

お

け

る

大

麻

事

犯

の

検

挙

者

は

、

こ

こ

数

年

で

一

気

に

増

加

し

、

特

に

、

20

歳

未

満

の

大

麻

事

犯

検

挙

者

の

増

加

は

深

刻

で

、

若

年

層

へ

の

大

麻

乱

用

拡

大

が

危

惧

さ

れ

る

状

況

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 

海

外

で

は

大

麻

規

制

の

あ

り

方

が

見

直

さ

れ

、

特

定

の

疾

患

に

対

す

る

治

療

を

目

的

と

す

る

「

医

療

応

用

」

あ

る

い

は

ア

ル

コ

ー

ル

や

タ

バ

コ

の

様

な

「

嗜

好

品

」

と

し

て

大

麻

使

用

を

容

認

す

る

動

き

が

進

ん

で

い

ま

す

。

ア

メ

リ

カ

で

は

１

９

９

０

年

代

か

ら

大

麻

規

制

に

つ

い

て

議

論

が

な

さ

れ

て

お

り

、

各

州

の

権

限

で

医

療

用

大

麻

法

ま

た

は

嗜

好

用

大

麻

法

を

導

入

す

る

こ

と

で

大

麻

使

用

が

許

可

さ

れ

て

い

ま

す

。

医

療

用

大

麻

に

つ

い

て

は

、

１

９

９

６

年

に

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

に

お

い

て

初

め

て

許

可

さ

れ

ま

し

た

。

嗜

好

用

大

麻

の

使

用

に

つ

い

て

は

、

２

０

１

２

年

に

コ

ロ

ラ

ド

州

と

ワ

シ

ン

ト

ン

州

で

の

使

用

が

認

め

ら

れ

て

以

来

、

現

在

で

は

半

数

以

上

の

州

で

嗜

好

品

と

し

て

の

大

麻

使

用

が

認

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

医

療

用

と

し

て

の

大

麻

使

用

に

つ

い

て

は

、

既

存

の

医

薬

品

で

は

治

療

が

困

難

な

疾

患

に

対

し

て

の

利

用

が

進

ん

で

い

ま

す

。

一

方

、

嗜

好

用

の

大

麻

使

用

に

つ

い

て

は

、

年

齢

制

限

（

21

歳

以

上

）

、

使

用

や

購

入

可

能

な

場

所

な

ど

の

制

限

の

元

で

使

用

が

許

可

さ

れ

て

い

ま

す

。

特

に

重

要

な

ポ

イ

ン

ト

と

し

て

は

、

各

州

で

は

年

齢

制

限

に

満

た

な

い

青

少

年

に

お

け

る

大

麻

使

用

に

つ

い

て

は

厳

し

く

規

制

し

て

お

り

、

青

少

年

の

大

麻

使

用

を

抑

止

す

る

た

め

の

政

策

が

講

じ

ら

れ

て

い

ま

す

。

本

稿

で

は

、

ア

メ

リ

カ

の

例

を

中

心

に

大

麻

の

医

療

応

用

の

可

能

性

並

び

に

嗜

好

品

と

し

て

の

大

麻

合

法

化

の

現

状

と

課

題

に

つ

い

て

整

理

し

ま

す

。

 

 

  

 

大

麻

草

に

含

ま

れ

る

代

表

的

な

カ

ン

ナ

ビ

ノ

イ

ド

類

と

し

て

、

Δ

9

-

テ

ト

ラ

ヒ

ド

ロ

カ

ン

ナ

ビ

ノ

ー

ル

 
(

Ｔ

Ｈ

Ｃ

)

お

よ

び

カ

ン

ナ

ビ

ジ

オ

ー

ル

 

(

Ｃ

Ｂ

Ｄ

)

が

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

Ｔ

Ｈ

Ｃ

は

大

麻

に

よ

る

意

識

の

変

容

や

幻

覚

な

ど

の

精

神

作

用

を

示

す

主

成

分

と

し

て

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

 

一

方

、

Ｃ

Ｂ

Ｄ

は

Ｔ

Ｈ

Ｃ

と

同

様

な

精

神

作

用

は

有

し

て

お

ら

ず

、

Ｃ

Ｂ

Ｄ

製

剤

で

あ

る

E
p
i
d
i
o
l
e
x

は

ド

ラ

ベ

症

候

群

 
(

指

定

難

病

１

４

０

)

の

患

者

に

お

け

る

重

篤

な

痙

攣

発

作

の

発

現

を

減

少

さ

せ

る

た

め

、

医

薬

品

と

し

て

の

利

用

が

進

ん

で

い

ま

す

。

大

麻

全

体

を

利

用

す

る

の

で

は

な

く

、

含

有

さ

れ

て

い

る

成

分

が

医

薬

品

と

し

て

役

立

っ

て

い

る

点

が

重

要

で

す

。

 

 

  

 

ア

メ

リ

カ

コ

ロ

ラ

ド

州

で

は

、

２

０

１

２

年

に

嗜

好

品

と

し

て

の

大

麻

使

用

が

合

法

化

さ

れ

ま

し

た

。

大

麻

合

法

化

の

内

容

と

し

て

は

、

「

制

限

な

し

」

で

の

容

認

で

は

な

く

、

年

齢

制

限

（

お

お

む

ね

21

歳

以

上

）

、

所

持

量

制

限

、

使

用

可

能

な

場

所

（

学

校

、

職

場

、

公

共

施

設

、

自

動

車

運

転

中

で

は

禁

止

）

の

制

限

な

ど

の

厳

格

な

規

制

の

も

と

で

の

使

用

許

可

と

な

っ

て

い

ま

す

。

本

規

制

法

の

導

入

で

は

、

成

人

で

の

大

麻

使

用

ル

ー

ル

を

明

確

化

し

、

青

少

年

の

大

麻

使

用

を

抑

止

す

る

こ

と

が

目

的

と

な

っ

て

い

る

の

で

す

（

表

１

）

。

 

 

こ

の

背

景

に

は

、

国

民

の

大

麻

使

用

経

験

率

が

40

％

以

上

と

現

行

の

規

制

で

の

対

応

が

困

難

で

あ

る

こ

と

、

ま

た

、

若

年

か

ら

の

大

麻

使

用

は

依

存

症

な

ど

の

健

康

被

害

の

発

生

リ

ス

ク

を

高

め

る

こ

と

な

ど

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

大

麻

使

用

に

よ

る

有

害

性

を

軽

減

さ

れ

る

た

め

に

も

成

人

で

の

大

麻

使

用

ル

ー

ル

を

定

め

て

い

る

と

い

う

側

面

も

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

重

要

な

の

は

、

大

麻

合

法

化

は

「

大

麻

の

安

全

性

に

基

づ

く

規

制

変

更

で

は

な

く

」

、

当

事

国

の

社

会

情

勢

に

起

因

す

る

も

の

と

考

え

る

べ

き

で

す

。

 

  

大

麻

合

法

化

に

踏

み

切

っ

た

コ

ロ

ラ

ド

州

で

は

、

州

内

の

大

麻

使

用

に

関

連

す

る

社

会

問

題

の

発

生

に

つ

い

て

の

経

年

的

な

調

査

を

行

っ

て

い

ま

す

。

特

に

、

医

療

関

係

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

C
o
l
o
r
a
d
o
 
H
o
s
p
i
t
a
l
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
(

Ｃ

Ｈ

Ａ

)

に

集

積

し

た

医

療

情

報

を

分

析

し

、

大

麻

使

用

に

関

連

し

た

入

院

患

者

お

よ

び

大

麻

使

用

関

連

の

救

急

搬

送

さ

れ

た

件

数

に

つ

い

て

公

開

し

て

い

ま

す

(
※

)

。

コ

ロ

ラ

ド

州

の

解

析

に

よ

れ

ば

、

医

療

用

大

麻

が

合

法

化

さ

れ

た

２

０

０

０

年

か

ら

嗜

好

品

と

し

て

の

大

麻

使

用

が

合

法

化

さ

れ

、

商

業

販

売

が

開

始

さ

れ

た

２

０

１

４

年

に

か

け

て

、

大

麻

使

用

障

害

と

診

断

さ

れ

入

院

し

た

患

者

は

４

.

３

倍

の

増

加

が

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

２

０

２

０

年

で

は

入

院

患

者

は

お

よ

そ

６

倍

に

増

加

し

て

お

り

、

大

麻

使

用

の

依

存

問

題

が

深

刻

な

状

況

に

な

っ

て

い

ま

す

。

本

デ

ー

タ

は

、

大

麻

使

用

の

合

法

化

に

よ

り

大

麻

使

用

頻

度

や

使

用

量

が

増

加

し

て

お

り

、

こ

う

し

た

大

麻

使

用

に

関

す

る

環

境

の

変

化

が

大

麻

使

用

障

害

の

患

者

数

増

加

に

関

与

す

る

も

の

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

同

様

に

、

コ

ロ

ラ

ド

州

内

で

は

大

麻

摂

取

に

よ

る

救

急

搬

送

事

例

が

増

加

し

て

い

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

て

い

ま

す

。

特

に

深

刻

な

の

は

、

幼

児

（

０

〜

５

歳

）

の

救

急

搬

送

件

数

の

急

増

で

す

。

コ

ロ

ラ

ド

州

内

で

は

、

大

麻

食

品

の

販

売

も

容

認

さ

れ

て

お

り

、

大

麻

成

分

Ｔ

Ｈ

Ｃ

含

有

の

チ

ョ

コ

、

ク

ッ

キ

ー

、

グ

ミ

な

ど

が

販

売

さ

れ

て

い

ま

す

。

家

庭

内

で

幼

児

が

大

麻

食

品

を

誤

っ

て

摂

取

し

て

し

ま

い

、

意

識

障

害

な

ど

を

起

こ

す

た

め

救

急

対

応

が

必

要

と

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

大

麻

お

よ

び

大

麻

食

品

の

流

通

の

増

加

は

、

許

可

さ

れ

て

い

る

成

人

の

み

な

ら

ず

、

そ

の

家

族

な

ど

の

健

康

 

は

じ

め

に

は

じ

め

に

は

じ

め

に

は

じ

め

に    

危険ドラッグの依存性並びに毒性の評価研究を展開。危険ドラッグの迅速検出法の開発などを通じて、薬物

流通の水際対策に貢献している。また、海外の物質規制手法の調査を通じ、現行の国内規制手法改善に向

けた提案を行っている。薬学博士。 

舩田 正彦 

湘南医療大学, 薬学部医療薬学科, 教授  

2018年度 – 2020年度: 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター, 精神保健研究所 薬物依存研究部, 室長 

2017年度: 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター,その他  

2016年度: 国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター, 精神保健研究所 薬物依存研究部, 室長  

表１ コロラド州における大麻使用に関する情報発信 

------------------------------------------------------------------ 

（１）使用、所持の規制 

年齢制限：21歳以上でなければ、使用および所持は禁止（1オンスまでのマリファナ所持が可能) 

使用場所の制限：公共の場（屋外や屋内）でのマリファナの使用は禁止 

（２）自動車運転の危険性 

大麻使用下での、自動車運転は違法行為 

血中からデルタ-9テトラヒドロカンナビノール（THC: 5ng/mL）が検出されると起訴対象 

（３）青少年の大麻使用防止 

大麻使用が健康に与える影響に関する情報発信 

大麻には依存性があること。若年期からの大麻使用は、依存に陥るリスクを高める可能性 

------------------------------------------------------------------ 

(1)(2)について、遵守しない場合は、法的責任を問われたり、罰金を科せられる。 

参考サイト: https://cannabis. colorado.gov/legal-marijuana-use-in-colorado 

a)https://marijuanahealthinfo.colorado.gov/health-data/colorado-hospital-association-cha-data  

b)https://marijuanahealthinfo.colorado.gov/health-data/poison-center-data 
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ラ

ド

州

に

お

け
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マ
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フ

ァ

ナ
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化
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影
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大

麻

大

麻

大

麻

大

麻

とととと

医

療

応

用

医

療

応

用

医

療

応

用

医

療

応

用    

大

麻

合

法

化

大

麻

合

法

化

大

麻

合
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化
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麻

合

法

化

と
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と

は

と

は

と

は    

大

麻

合

法

化

大

麻

合

法

化

大

麻

合

法

化

大

麻

合

法

化

に

よ

る

に

よ

る

に

よ

る

に

よ

る

諸

問

題

諸

問

題

諸

問

題

諸

問

題    

大

麻

を

め

ぐ

る

諸

問

題

 

～

海

外

に

お

け

る

大

麻

合

法

化

を

理

解

す

る

～
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被

害

を

誘

発

す

る

危

険

性

が

あ

り

、

適

正

な

使

用

に

加

え

関

連

す

る

物

品

管

理

に

つ

い

て

も

十

分

な

配

慮

が

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

す

。

大

麻

合

法

化

に

伴

い

、

乾

燥

大

麻

に

加

え

て

、

大

麻

食

品

な

ど

の

製

品

に

関

す

る

正

確

な

知

識

、

さ

ら

に

は

家

庭

内

で

未

成

年

や

小

さ

な

子

供

が

大

麻

製

品

を

誤

っ

て

摂

取

し

な

い

よ

う

啓

発

し

て

い

く

こ

と

が

必

要

と

な

っ

て

い

ま

す

。
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大

麻

規

制

の

緩

和

に

伴

い

、

大

麻

影

響

下

に

お

け

る

自

動

車

の

運

転

と

事

故

発

生

の

関

連

性

に

つ

い

て

の

調

査

研

究

が

進

ん

で

い

ま

す

。

２

０

１

３

年

以

降

の

コ

ロ

ラ

ド

州

で

発

生

し

た

交

通

死

亡

事

故

に

関

し

て

、

薬

物

検

査

の

結

果

で

は

、

交

通

事

故

死

亡

者

に

占

め

る

大

麻

陽

性

者

が

急

増

し

て

い

る

こ

と

が

判

明

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

交

通

事

故

死

亡

者

の

内

訳

を

み

る

と

、

大

麻

の

単

独

使

用

、

大

麻

と

ア

ル

コ

ー

ル

も

し

く

は

大

麻

と

他

の

薬

物

を

併

用

し

て

い

る

ケ

ー

ス

は

、

２

倍

に

増

加

し

て

い

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

大

麻

単

独

も

し

く

は

ア

ル

コ

ー

ル

や

他

の

薬

物

と

の

併

用

時

の

自

動

車

運

転

に

つ

い

て

は

、

事

故

発

生

の

リ

ス

ク

が

急

増

す

る

た

め

、

非

常

に

危

険

で

あ

る

こ

と

を

認

識

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

す

。

 

 

 
 

 

大

麻

の

利

用

可

能

性

に

つ

い

て

は

、

大

麻

成

分

の

一

つ

で

あ

る

Ｃ

Ｂ

Ｄ

が

注

目

さ

れ

て

お

り

、

海

外

で

は

小

児

の

希

少

難

治

性

て

ん

か

ん

の

治

療

薬

と

し

て

利

用

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

一

方

、

嗜

好

品

と

し

て

大

麻

使

用

が

合

法

化

さ

れ

た

場

合

、

大

麻

使

用

障

害

や

大

麻

製

品

使

用

に

よ

る

救

急

搬

送

事

例

件

、

交

通

事

故

の

増

加

な

ど

の

問

題

も

発

生

し

て

い

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

大

麻

規

制

が

緩

和

さ

れ

た

と

し

て

も

、

青

少

年

の

大

麻

使

用

防

止

教

育

、

家

庭

内

で

の

大

麻

製

品

の

管

理

の

徹

底

、

大

麻

影

響

下

に

お

け

る

自

動

車

運

転

の

抑

止

な

ど

は

検

討

す

べ

き

深

刻

な

課

題

と

な

っ

て

い

ま

す

。

大

麻

合

法

化

と

は

、

一

定

の

規

制

の

中

で

大

麻

使

用

が

容

認

さ

れ

て

い

る

と

い

こ

と

を

理

解

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

特

に

、

成

人

で

の

大

麻

使

用

ル

ー

ル

を

明

確

化

す

る

こ

と

で

、

青

少

年

の

大

麻

使

用

を

抑

止

す

る

こ

と

が

目

的

と

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

ま

た

、

最

近

流

通

し

て

い

る

大

麻

を

調

査

し

て

み

る

と

、

含

ま

れ

る

Ｔ

Ｈ

Ｃ

濃

度

が

高

く

な

っ

て

お

り

、

大

麻

が

示

す

作

用

が

強

力

に

な

っ

て

い

る

と

推

測

さ

れ

て

い

ま

す

。

大

麻

使

用

リ

ス

ク

を

過

小

評

価

し

な

い

よ

う

、

大

麻

使

用

に

関

す

る

総

合

的

な

検

証

が

必

要

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

 

国

内

で

は

、

本

年

５

月

よ

り

厚

生

科

学

審

議

会

の

医

薬

品

医

療

機

器

制

度

部

会

に

お

い

て

大

麻

規

制

検

討

小

委

員

会

が

開

催

さ

れ

、

大

麻

取

締

法

等

の

施

行

状

況

と

課

題

に

つ

い

て

の

論

議

が

進

ん

で

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

に

計

４

回

の

小

委

員

会

が

開

催

さ

れ

、

大

麻

取

締

法

等

の

改

正

に

向

け

た

主

な

論

点

と

し

て

、

①

医

療

ニ

ー

ズ

へ

の

対

応

、

②

薬

物

乱

用

へ

の

対

応

、

③

大

麻

の

適

切

な

利

用

の

推

進

、

④

適

切

な

栽

培

及

び

管

理

の

徹

底

に

つ

い

て

重

要

課

題

と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

 

大

麻

の

乱

用

防

止

に

加

え

て

、

再

乱

用

防

止

と

社

会

復

帰

支

援

、

大

麻

の

適

切

な

利

用

の

観

点

か

ら

、

現

行

の

大

麻

取

締

法

が

大

き

く

改

正

さ

れ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。 
 

 

大

麻

使

用

大

麻

使

用

大

麻

使

用

大

麻

使

用

とととと

自

動

車

事

故

自

動

車

事

故

自

動

車

事

故

自

動

車

事

故    

お

わ

り

に

お

わ

り

に

お

わ

り

に

お

わ

り

に    

書

 

籍

 

紹

 

介

 

「

危

険

ド

ラ

ッ

グ

の

基

礎

知

識

」

 

舩

田

 

正

彦

 

著

 

「 

溺

 

れ

 

る

 

脳

 

」

 

Ｍ

・

Ｋ

ｕ

ｈ

ａ

ｒ 

著

 
 

舩

田

 

正

彦

 

訳

 

講

談

社

 

東

京

化

学

同

人

 

危

険

ド

ラ

ッ

グ

の

正

体

に

つ

い

て

薬

学

的

観

点

を

中

心

に

わ

か

り

や

す

く

解

説

。

取

り

締

ま

り

の

歴

史

や

種

類

、

特

徴

な

ど

基

礎

的

な

関

連

情

報

も

充

実

。

 

脳

内

の

依

存

形

成

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

は

じ

め

、

医

療

従

事

者

の

ス

タ

ン

ス

や

家

族

の

役

割

な

ど

幅

広

い

情

報

を

網

羅

し

て

い

る

。

 



７

年

前

の

９

月

に

僕

は

大

麻

取

締

法

違

反

で

逮

捕

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

時

は

公

私

と

も

に

忙

し

く

、

年

末

に

行

う

予

定

の

結

婚

披

露

宴

も

控

え

て

い

ま

し

た

。

大

事

な

仕

事

、

仲

間

、

こ

れ

ま

で

築

い

て

き

た

も

の

を

全

て

失

い

ま

し

た

。

 

残

っ

た

も

の

は

家

族

だ

け

で

し

た

。

 

 

保

釈

さ

れ

た

後

に

両

親

と

姉

の

勧

め

で

琉

球

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

に

入

所

し

ま

し

た

。

 

 
 

 

僕

が

初

め

て

大

麻

を

吸

っ

た

の

は

17

歳

の

頃

で

す

。

当

時

は

自

分

で

買

う

こ

と

も

な

く

、

貰

っ

て

吸

っ

て

い

ま

し

た

が

、

20

歳

の

頃

に

は

毎

月

定

期

便

の

よ

う

に

買

っ

て

い

ま

し

た

。

 

 

そ

れ

か

ら

覚

せ

い

剤

も

や

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

薬

物

類

を

常

用

す

る

の

に

必

ず

仲

間

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

健

康

的

な

友

達

と

は

距

離

が

で

き

、

さ

ら

に

薬

物

に

手

を

出

す

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

あ

と

は

、

そ

の

繰

り

返

し

で

す

。

薬

物

に

対

し

て

理

解

が

あ

る

人

し

か

周

り

に

は

い

な

く

な

り

ま

し

た

。

 

 

２

年

程

過

ご

し

て

薬

物

中

心

の

生

活

に

嫌

気

が

さ

し

て

23

歳

の

時

に

心

機

一

転

、

職

場

を

変

え

、

薬

物

仲

間

と

縁

を

切

り

、

離

れ

て

い

た

友

達

と

過

ご

す

よ

う

に

な

り

薬

物

の

無

い

生

活

を

送

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

何

年

か

経

ち

、

僕

は

久

し

ぶ

り

に

薬

物

仲

間

と

会

い

ま

し

た

。

そ

れ

が

間

違

い

で

し

た

。

薬

物

仲

間

は

悪

い

事

と

は

思

っ

て

な

い

の

で

、

も

ち

ろ

ん

僕

に

薬

物

を

勧

め

て

き

ま

す

。

そ

し

て

僕

は

ま

た

薬

物

を

や

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

が

依

存

症

の

怖

い

所

で

す

。

薬

物

と

薬

物

仲

間

が

そ

ろ

え

ば

、

他

の

事

は

一

切

考

え

な

く

な

り

ま

す

。

全

て

が

二

の

次

に

な

っ

て

い

き

ま

す

。

そ

れ

も

無

意

識

に

。

ま

た

薬

物

が

手

に

入

る

よ

う

に

な

り

、

種

類

も

増

え

て

い

き

、

頻

度

も

多

く

な

っ

て

い

ま

し

た

。

完

全

に

依

存

症

で

す

。

 

 

現

在

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

等

で

大

麻

を

肯

定

的

に

発

信

し

て

い

る

人

達

が

い

ま

す

が

、

他

の

国

で

は

合

法

で

も

日

本

で

は

違

法

で

す

。

違

法

な

薬

物

の

怖

い

所

は

前

に

書

き

ま

し

た

が

、

本

当

に

恐

い

事

は

逮

捕

さ

れ

た

ら

周

り

を

巻

き

込

ん

で

し

ま

う

こ

と

で

す

。

大

事

な

人

、

大

切

な

人

ほ

ど

迷

惑

か

け

ま

す

。

そ

し

て

、

そ

う

な

っ

て

か

ら

は

本

人

で

は

全

部

の

問

題

を

解

決

で

き

ま

せ

ん

。

支

援

が

必

要

だ

し

、

時

間

も

必

要

だ

し

何

よ

り

お

金

も

掛

か

り

ま

す

。

文

字

で

は

全

部

を

伝

え

き

れ

な

い

し

、

出

来

れ

ば

体

験

せ

ず

に

回

復

に

向

か

っ

て

ほ

し

い

も

の

で

す

が

、

き

っ

と

体

験

し

な

い

と

分

か

ら

な

い

こ

と

も

あ

る

と

思

い

ま

す

。

 

 

今

月

で

ク

リ

ー

ン

７

年

目

に

な

り

ま

す

。

自

分

の

力

だ

け

で

は

無

理

で

し

た

。

家

族

の

支

え

、

琉

球

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

で

仲

間

達

と

過

ご

し

た

貴

重

な

時

間

が

基

礎

と

な

っ

て

今

に

至

り

ま

す

。

 

 

最

後

に

沖

縄

に

は

「

な

ん

く

る

な

い

さ

」

と

い

う

言

葉

が

あ

り

ま

す

。

楽

観

的

、

適

当

な

意

味

と

し

て

広

ま

っ

て

い

ま

す

が

、

違

い

ま

す

。

苦

し

い

時

代

の

琉

球

か

ら

生

ま

れ

た

言

葉

で

す

。

 

 

仲

間

達

に

本

当

の

意

味

を

伝

え

ま

す

。

 

 

「「「「

ま

く

と

ぅ

そ

ー

け

ー

な

ん

く

る

な

い

さ

ま

く

と

ぅ

そ

ー

け

ー

な

ん

く

る

な

い

さ

ま

く

と

ぅ

そ

ー

け

ー

な

ん

く

る

な

い

さ

ま

く

と

ぅ

そ

ー

け

ー

な

ん

く

る

な

い

さ

」」」」    

 
 

真

(

誠)

の

事

を

す

れ

ば

、

報

わ

れ

る

日

が

く

る
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「

な

に

が

依

存

症

だ

。

俺

が

病

気

な

わ

け

な

い

だ

ろ

。

」

と

誰

し

も

が

最

初

は

こ

う

感

じ

る

の

で

し

ょ

う

。

 

 

し

か

し

、

自

分

が

依

存

症

と

い

う

病

気

で

あ

る

こ

と

を

認

め

る

こ

と

、

依

存

症

と

い

う

病

気

と

生

涯

向

き

合

っ

て

い

く

覚

悟

を

持

つ

こ

と

で

、

私

は

救

わ

れ

た

気

が

し

ま

す

。

 
 

 
 
 

 
 
 

 

私

も

依

存

症

患

者

の

１

人

で

す

。

 

そ

こ

で

私

が

依

存

症

に

な

っ

た

経

緯

と

回

復

に

む

け

て

取

り

組

ん

だ

事

を

話

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 
 

 

私

が

初

め

て

大

麻

を

吸

っ

た

の

は

高

校

時

代

の

カ

ナ

ダ

留

学

の

時

で

し

た

。

 

 

当

時

仲

良

く

し

て

い

た

ロ

シ

ア

人

の

グ

ル

ー

プ

に

誘

わ

れ

て

外

に

散

歩

に

行

く

と

、

彼

ら

は

ペ

ッ

ト

ポ

ト

ル

で

作

っ

た

器

具

を

取

り

出

し

、

な

に

か

を

燃

や

し

、

ペ

ッ

ト

ポ

ト

ル

の

中

に

溜

ま

っ

た

煙

を

吸

い

始

め

ま

し

た

。

彼

ら

は

そ

れ

が

「

大

麻

だ

よ

」

と

い

っ

て

、

「

試

し

て

み

る

？

」

と

聞

か

れ

ま

し

た

。

 

 

初

め

て

の

海

外

、

初

め

て

の

経

験

。

 

好

奇

心

旺

盛

だ

っ

た

私

は

そ

れ

ほ

ど

罪

の

意

識

は

な

く

、

軽

い

気

持

ち

で

吸

い

ま

し

た

。

 

 

そ

れ

か

ら

１

年

が

経

ち

、

自

分

で

大

麻

を

買

う

こ

と

は

な

く

て

も

友

達

と

一

緒

に

大

麻

を

吸

う

日

々

は

続

い

て

い

ま

し

た

。

ネ

ッ

ト

等

で

大

麻

に

つ

い

て

調

べ

て

も

【

タ

バ

コ

よ

り

依

存

性

が

な

く

、

害

も

少

な

い

】

【

医

療

大

麻

が

あ

る

】

な

ど

多

く

の

メ

リ

ッ

ト

が

書

い

て

い

た

の

で

、

安

心

し

て

吸

っ

て

い

ま

し

た

。

カ

ナ

ダ

で

は

現

在

、

大

麻

が

条

件

付

き

で

合

法

化

さ

れ

て
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お

り

、

当

時

も

大

麻

に

対

し

て

厳

し

い

罰

則

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

 

  

そ

し

て

、

３

年

が

経

ち

、

日

本

に

帰

る

時

が

や

っ

て

き

ま

し

た

。

依

存

性

も

な

い

し

、

日

本

に

帰

っ

た

ら

吸

わ

な

い

と

決

め

て

い

た

の

で

、

大

丈

夫

だ

と

思

っ

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

日

本

に

帰

っ

て

も

つ

い

大

麻

を

買

っ

て

は

友

達

と

吸

っ

た

り

１

人

で

吸

っ

た

り

す

る

こ

と

が

増

え

ま

し

た

。

大

学

に

入

学

し

て

も

、

大

麻

を

や

め

ら

れ

な

い

日

が

続

き

、

大

麻

を

買

う

た

め

に

借

金

を

し

た

り

も

し

ま

し

た

。

な

ん

と

か

大

学

は

卒

業

で

き

ま

し

た

が

「

も

う

自

分

の

力

だ

け

で

や

め

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

」

そ

う

感

じ

た

時

に

出

会

っ

た

の

が

琉

球

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

で

し

た

。

 

 

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

で

ま

ず

初

め

に

学

ん

だ

こ

と

は

、

依

存

症

は

病

気

で

あ

る

こ

と

で

す

。

も

ち

ろ

ん

、

最

初

の

う

ち

は

自

分

が

病

気

で

あ

る

こ

と

な

ど

自

覚

も

な

く

、

認

め

た

く

も

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

し

か

し

、

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

の

仲

間

た

ち

と

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

を

重

ね

る

上

で

、

依

存

症

と

い

う

病

気

と

向

き

合

う

こ

と

の

大

切

さ

、

私

が

依

存

症

に

な

っ

た

こ

と

で

心

配

や

迷

惑

を

か

け

て

し

ま

っ

た

人

は

誰

な

の

か

、

そ

の

人

た

ち

に

で

き

る

埋

め

合

わ

せ

は

何

か

を

学

び

ま

し

た

。

 

 

私

が

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

に

入

寮

し

て

、

体

か

ら

薬

物

を

抜

き

、

療

養

で

き

た

の

は

、

仲

間

た

ち

と

の

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

が

あ

っ

た

か

ら

、

豊

か

な

自

然

と

触

れ

合

え

る

機

会

が

あ

っ

た

か

ら

、

そ

し

て

私

を

支

え

て

く

れ

る

家

族

や

彼

女

の

存

在

が

あ

っ

た

か

ら

だ

と

思

い

ま

す

。

 

  

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

で

分

か

ち

合

い

を

す

る

こ

と

で

自

分

だ

け

が

苦

し

い

思

い

を

し

て

る

訳

で

は

な

い

と

感

じ

る

こ

と

が

あ

っ

た

り

、

仲

間

の

話

を

聞

い

て

依

存

症

と

い

う

病

気

を

再

認

識

で

き

た

り

し

ま

し

た

。

他

に

も

、

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

の

午

後

の

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

ー

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

海

に

行

き

、

シ

ュ

ノ

ー

ケ

リ

ン

グ

を

し

て

気

分

転

換

を

し

た

り

、

沖

縄

の

観

光

巡

り

を

し

た

り

、

ジ

ム

に

行

っ

て

体

を

鍛

え

た

り

も

し

ま

し

た

。

沖

縄

の

豊

か

な

自

然

に

は

何

か

内

な

る

パ

ワ

ー

が

あ

る

気

が

し

て

、

毎

回

の

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

ー

が

本

当

に

楽

し

か

っ

た

こ

と

を

覚

え

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

療

養

中

に

支

え

て

く

れ

た

彼

女

の

存

在

も

、

私

に

と

っ

て

す

ご

く

大

き

な

も

の

で

し

た

。

 

 

３

ヶ

月

が

経

ち

、

体

か

ら

大

麻

が

抜

け

き

る

と

す

ご

く

清

々

し

い

気

分

と

、

冷

静

な

判

断

が

で

き

る

こ

と

に

気

付

き

ま

し

た

。

依

存

症

と

い

う

病

気

の

せ

い

で

迷

惑

を

か

け

て

し

ま

っ

た

人

々

に

対

し

て

も

少

し

ず

つ

埋

め

合

わ

せ

を

し

て

い

け

た

ら

な

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

 
 

 
 

そ

し

て

現

在

、

私

に

は

家

族

が

い

ま

す

。

当

時

付

き

合

っ

て

い

た

彼

女

と

入

籍

し

、

子

供

を

授

か

り

ま

し

た

。

今

は

全

く

別

の

人

生

と

環

境

に

恵

ま

れ

、

幸

せ

な

毎

日

を

送

っ

て

い

ま

す

。

 
 

こ

の

現

状

も

、

Ｇ

Ａ

Ｉ

Ａ

で

の

療

養

が

な

け

れ

ば

な

か

っ

た

こ

と

だ

と

思

う

し

、

体

か

ら

大

麻

を

抜

く

こ

と

で

本

当

に

自

分

が

し

た

い

こ

と

を

明

確

に

で

き

た

の

だ

と

思

い

ま

す

。

 

 

し

か

し

、

依

存

症

と

い

う

病

気

は

生

涯

付

き

合

わ

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

い

う

現

実

に

は

変

わ

り

あ

り

ま

せ

ん

。

今

後

と

も

依

存

症

と

向

き

合

い

な

が

ら

、

仕

事

と

育

児

を

頑

張

り

た

い

と

思

い

ま

す

。
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鈴木 文一 

琉球ＧＡＩＡ代表 

ＳＴＡＲＴ 代表  

 今号は沖縄県で相談の増えている「大麻」につ

いて取り上げました。全国的に見ても危険ドラッ

グの規制以降、薬物事犯全体の検挙者数はほぼ横

ばいですが、大麻による検挙者数は増加しており

10年前に比べると５倍以上になっています。また

２０歳代、２０歳未満の検挙者数が特に増加して

おり若年層への浸透が大きな問題で、県内外の高

校生が大麻事犯で検挙されたことが報道されるこ

とも見られます。 

 私も中高生への薬物防止教室などで感じること

はインターネットやSNS等の普及で、大麻等の禁

止薬物がより身近となっていることです。また

「大麻はたばこより害がない。」「他の薬物より

安全だ。」「合法の国もある。」などの偏った情

報を十分に理解せずに受け入れ、手軽に手に入れ

ることのできる危険な状況を危惧しています。 

 

 一般的に大麻は覚せい剤等のハードドラッグと

比べると激しい身体症状が出にくい特徴があり、

長期間使用し気づかないうちに依存症となること

があります。はじめは大麻だけ使用していてもよ

り強い刺激を求めて覚せい剤等に手を出したとい

う仲間もたくさんいます。またNA等の自助グルー

プの仲間にも「覚せい剤はもう使えないが大麻な

ら大丈夫。」と大麻を使い続けたり、一定期間薬

物をやめていた仲間も軽い気持ちで大麻を使いは

じめ再度薬物使用を繰り返してしまうことも多く

見てきました。 

 大麻は違法薬物の入り口として使い始め、安易

な気持ちで使い続けるハードルの低い違法薬物と

言えるでしょう。 

 それ故、大麻のようなソフトドラッグの場合は

本人の身の回りに困ったことが起きにくく、「治

療したい」「助けてほしい」という状態になるの

に時間がかかる場合がほとんどです。しかし、家

族等の周りの人が大麻等の薬物使用に気づいた場

大麻について感じること 

合は各都道府県の精神保健センターやリハビリ施

設、医療機関に電話を入れ相談することが大切で

す。薬物依存の相談に早すぎるということはあり

ません。まずは家族が医療機関や家族会に繋が

り、依存症への理解、本人への対応を学び対応策

を持っておくことで本人が治療を望んだ時にス

ムーズに治療に繋げることができます。実際に琉

球GAIAでも大麻関連の相談は家族からの相談には

じまり、本人は逮捕など困ったことが起きてはじ

めて登場するケースが多いのが現状です。 

 

 今後、大麻取締法の改正で「大麻」の社会的な

立ち位置が大きく変化するかもしれません。医療

面での有効性や依存問題への対応など解決すべき

課題も多くあるようです。私たちはメリット、デ

メリットなど正しい情報を受け取り、より安全な

判断をすることが大切だと思います。 

 

☎ 098-987-0640 

指定障害サービス事業者自立訓練（生活訓練）事業所 

一緒に始めよう！一緒に始めよう！一緒に始めよう！一緒に始めよう！    

STARTSTARTSTARTSTART    

私たちは 

アルコール・薬物・ギャンブル等の 

アディクションの問題や 

知的・精神障害をお持ちの方の 

自立のお手伝いをしています。 
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琉球ＧＡＩＡ 家族支援プログラム 

Family support 

 薬物依存症の治療や回復には、ご家族の果たす役割が非常に大きいという事が実証されています。私たち琉球GAIAでは「家族

と共に回復する」という理念のもと、ご家族の方にも「家族支援プログラム」の参加を強くお奨めしております。 

依存症と言う病気をよく理解出来るようになる事、ご本人に対する適切な対応や、コミュニケーションが行えるようになる事、

依存症は回復出来るという事をご家族が信じられる事を大きなテーマにしています。また、家族会のグループがオープンであ

り、他の援助者や、治療機関と連携が取れている事も大切にしている事の一つです。グループに参加することで、ご家族に笑顔

が戻り、本人同様、ご家族自身が仲間と出会い、回復を支援する為に必要な知識や情報を共有できる場所となるよう心がけてお

ります。 

 また、グループで学んだ事を実際の生活に活かせるようになるには、個別支援も大切です。個別のカウンセリングを通して

個々の問題を整理しながらグループに参加して頂けると、教育プログラムの効果が最大限に発揮されると考えております。 

 下記の家族会にはどなたでもご出席頂けますので是非ご参加ください。 

 現在家族会は再開されていますが、新型コロナウィルスの感染状況次第では中止にする場合もあります。その際はメールや

ホームページ等でお知らせいたします。              
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琉球ＧＡＩＡの活動にご賛同、ご支援頂きますれば誠にお手数ですが同封しております振込依頼用紙

にてお振込み下さるようお願い申し上げます。なお誠に勝手ながら、献金の振込依頼用紙はすべて

の方に同封させて頂いています。寄付献金を強要しているものではございませんのでご了承ください。  
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「ハイビスカス」は薬物依存症や様々な問題を抱えた娘

を持つ母親を中心にしたグループです。娘とのかかわり

方、対応の仕方をテーマにミーティングや勉強会を行っ

ています。一人で悩まずに、同じ問題に取り組んでいる仲

間たちと一緒に体験や気持ちを分かち合ったり対応の仕

方について勉強しませんか？  

場所：東京都港区芝5-18-2 障害者福祉会館 

日時：毎月第1土曜日（祝祭日は休み） 

   17時～20時30分（無料） 

参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡下さい。 

琉球GAIA：098-831-2174 

informa"on 

依存症の問題を抱えた多くのご家族、琉球GAIAのスタッフ、

OB、専門家を迎えてのセミナーなど、依存症に悩むご家族

の方々にとって非常に内容の充実した家族会となっており

ます。毎回40名ほどのご家族が参加されておりますが、初め

てお越しの方でも参加しやすいようなアットホームな雰囲気作

りを心がけています。           

すみだ産業会館 

毎月第2土曜日 18時～20時00分 

参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡ください。 

琉球GAIA：098-831-2174 

GAIA家族会 会場：すみだ産業会館9階 

〒130-0022 東京都墨田区江東橋3-9-10 TEL:03（3635）4351 

  東京家族会とハイビスカスは、会場も開催日時も異なりますのでご注意ください。 

address 

map 

 

  関西圏で依存症の問題を抱えたご家族の為の

家族会です。元琉球GAIAスタッフを中心として、

毎月専門的な講話や家族間での話し合いなど、

充実した内容の家族会となっております。  

       

場所：兵庫県尼崎市南塚口町1-5-13  

    美容院ルーナロッサビル3F 

日時：毎月第2月曜日 1７:０0～1８:３0 

 

参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡下さい。 

琉球GAIA：098-831-2174 

  沖縄県内の依存症の問題を抱えたご家族の為

の家族会です。琉球GAIAスタッフが中心となり、

ご家族の方からの質問や、本人とのかかわりにつ

いて具体的に提案する形で行っております。 

             

場所：沖縄県豊見城市真玉橋135 ＮＰＫビル2階 

    生活訓練事業所 「ＳＴＡＲＴ」 

日時：毎週月曜日（祝祭日は休み） 

    19時～20時（資料・場所代1,000円） 

 参加希望の方は琉球GAIAまでご連絡下さい。 

琉球GAIA：098-831-2174 
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依存症は回復できます。 

RECOVERY 
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フリーペーパー（無料）です、ご自由にお持ち帰りください。 

 

【ＧＡＩＡ東日本相談センター】 

【ＧＡＩＡ西日本相談センター】 

【沖縄ケアセンター琉球ＧＡＩＡ】 


